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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
樹脂（Ａ１）と、ラジカル開始剤（Ｂ）と、アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）と、を含む
ことを特徴とする感光性樹脂組成物。但し、樹脂（Ａ１）及びアルカリ可溶の感光性樹脂
（Ｄ）はそれぞれ以下のものを表す。
　樹脂（Ａ１）は、下記式１で表される基（ａ）と、下記式２で表される基（ｂ）と、エ
チレン性二重結合（ｄ）とを有する。
　－ＣＦＸＲｆ　・・・式１
（式中、Ｘは水素原子、フッ素原子又はトリフルオロメチル基を示し、Ｒｆはフッ素原子
又は水素原子の少なくとも１つがフッ素原子に置換された炭素数２０以下のアルキル基（
但し、前記アルキル基はエーテル性の酸素原子を有するものを含む。）を示す。）
　－（ＳｉＲ１Ｒ２－Ｏ）ｎ－ＳｉＲ１Ｒ２Ｒ３　・・・式２
（式中、Ｒ１、Ｒ２は独立に水素原子、アルキル基、シクロアルキル基又はアリール基を
示し、Ｒ３は水素原子又は炭素数１～１０の有機基を示し、ｎは１～２００の整数を示す
。）
　アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）は、酸性基（ｃ）と、分子内に３個以上のエチレン性
二重結合（ｄ）とを有し、かつ上記式１で表される基（ａ）及び上記式２で表される基（
ｂ）を有しない。
【請求項２】
樹脂（Ａ１）におけるフッ素原子含有量は１～３０％であり、樹脂（Ａ１）の感光性樹脂
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組成物の全固形分における割合は０．０１～５０％である請求項１に記載の感光性樹脂組
成物。
【請求項３】
樹脂（Ａ１）におけるケイ素原子含有量は０．１～２５％である請求項１又は２に記載の
感光性樹脂組成物。
【請求項４】
樹脂（Ａ１）は、酸性基（ｃ）をさらに有する請求項１、２又は３に記載の感光性樹脂組
成物。
【請求項５】
樹脂（Ａ２）と、樹脂（Ａ３）と、ラジカル開始剤（Ｂ）と、アルカリ可溶の感光性樹脂
（Ｄ）と、を含むことを特徴とする感光性樹脂組成物。但し、樹脂（Ａ２）、樹脂（Ａ３
）及びアルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）はそれぞれ以下のものを表す。
　樹脂（Ａ２）は、下記式１で表される基（ａ）と、エチレン性二重結合（ｄ）とを有し
、かつ下記式２で表される基（ｂ）を有しない。
　樹脂（Ａ３）は、下記式２で表される基（ｂ）と、エチレン性二重結合（ｄ）とを有し
、かつ下記式１で表される基（ａ）を有しない。
　－ＣＦＸＲｆ　・・・式１
（式中、Ｘは水素原子、フッ素原子又はトリフルオロメチル基を示し、Ｒｆはフッ素原子
又は水素原子の少なくとも１つがフッ素原子に置換された炭素数２０以下のアルキル基（
但し、前記アルキル基はエーテル性の酸素原子を有するものを含む。）を示す。）
　－（ＳｉＲ１Ｒ２－Ｏ）ｎ－ＳｉＲ１Ｒ２Ｒ３　・・・式２
（式中、Ｒ１、Ｒ２は独立に水素原子、アルキル基、シクロアルキル基又はアリール基を
示し、Ｒ３は水素原子又は炭素数１～１０の有機基を示し、ｎは１～２００の整数を示す
。）
　アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）は、酸性基（ｃ）と、分子内に３個以上のエチレン性
二重結合（ｄ）とを有し、かつ上記式１で表される基（ａ）及び上記式２で表される基（
ｂ）を有しない。
【請求項６】
樹脂（Ａ２）におけるフッ素原子含有量は５～３０％であり、樹脂（Ａ２）の感光性樹脂
組成物の全固形分における割合は０．０１～２０％である請求項５に記載の感光性樹脂組
成物。
【請求項７】
樹脂（Ａ３）におけるケイ素原子含有量は０．１～３０％であり、樹脂（Ａ３）の感光性
樹脂組成物の全固形分における割合は０．０１～２０％である請求項５又は６に記載の感
光性樹脂組成物。
【請求項８】
樹脂（Ａ２）は、酸性基（ｃ）をさらに有する請求項５、６又は７に記載の感光性樹脂組
成物。
【請求項９】
樹脂（Ａ３）は、酸性基（ｃ）をさらに有する請求項５、６、７又は８に記載の感光性樹
脂組成物。
【請求項１０】
ラジカル架橋剤（Ｃ）をさらに含む請求項１～９のいずれかひとつに記載の感光性樹脂組
成物。
但し、ラジカル架橋剤（Ｃ）は、２個以上のエチレン性二重結合（ｄ）を有し、かつ酸性
基（ｃ）を有しない。
【請求項１１】
アミノ樹脂、エポキシ化合物、オキサゾリン化合物からなる群から選ばれる少なくとも１
種である熱架橋剤（Ｅ）をさらに含む請求項１～１０のいずれかひとつに記載の感光性樹
脂組成物。
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【請求項１２】
請求項１～１１のいずれかひとつに記載の感光性樹脂組成物より得られる塗膜硬化物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
　本発明は、感光性樹脂組成物及びその塗膜硬化物に関する。
【背景技術】
　従来より、半導体集積回路（ＩＣ）、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）用薄膜トランジスタ
（ＴＦＴ）回路等の回路製造用のマスクを作成するために感光性樹脂組成物が用いられて
おり、より微細なパターン構造を形成することのできる感光性樹脂組成物が要求されてい
る。
　一方、感光性樹脂組成物は、ＬＣＤや有機ＥＬディスプレイ等のＩＴＯ電極形成のため
のレジスト材料、層間絶縁膜、回路保護膜、カラーフィルタ用隔壁材、有機ＥＬディスプ
レイ用隔壁材等の永久膜形成材料としても注目されている。例えば、カラーフィルタの製
造においては、微小画素内にインクを噴射塗布するインクジェット法が提案されているが
、画素パターンの形成は感光性樹脂組成物からフォトリソグラフィーにより行われ、感光
性樹脂組成物の塗膜硬化物が画素間の隔壁として利用されている。
　インクジェット法において、隣り合う画素間におけるインクの混色等が起こるのを防止
するために、隔壁は水や有機溶剤等のインク溶剤をはじく性質、いわゆる「撥インク性」
を有することが要求されている。さらに画素内をわずかに外れて隔壁上に噴射されたイン
クが目的の画素内に収まるために、隔壁は「インク転落性」を有することが要求されてい
る。
　また、各画素に複数のインクを注入し塗り分けるためには、一のインク溶剤が付着した
後も撥インク性、インク転落性を維持している性質、すなわち「撥インク性・インク転落
性の持続性」を隔壁は有することが要求されている。
　さらに、感光性樹脂組成物を塗装してフォトリソグラフィー工程を経て画素パターンの
隔壁を形成させた後、インクを注入する前に、画素内の基材表面の汚れを除去することが
ある。例えば、低圧水銀灯やエキシマＵＶ等の紫外線の照射や、光アッシング処理等によ
り基材表面を洗浄する工程（以下、洗浄工程と呼ぶ。）が挙げられる。この洗浄工程の後
も撥インク性、インク転落性を維持している性質、すなわち「ＵＶ照射後の撥インク性・
インク転落性」を隔壁は有することが要求されている。
　特開平８－１７６５０４号公報（請求項１）には、（成分１）パーフルオロアルキル基
含有α、β－不飽和単量体と、ポリシロキサン鎖含有α、β－不飽和単量体と、水酸基含
有α、β－不飽和単量体とを必須成分として反応させて得られる重合体の水酸基に、イソ
シアネート基及び（メタ）アクリロイル基含有単量体のイソシアネート基を付加反応させ
た構造の（メタ）アクリロイル基を有する共重合体と、（成分２）分子中に（メタ）アク
リロイル基又はビニル基のいずれかの基を含有する炭化水素系モノマーを含有してなる被
覆剤が開示されている。
　特開平１１－２７９２４３号公報（請求項４、段落００３５）には、（成分３）ケイ素
原子を有するエチレン性不飽和単量体を含む不飽和単量体成分の共重合体から生成され、
１分子中に２個以上のエチレン性不飽和基とカルボキシル基とケイ素原子を有して成る紫
外線硬化性樹脂と、（成分４）１分子中に２個以上のエポキシ基を有するエポキシ化合物
と、（成分５）光重合開始剤と、（成分６）希釈剤と、（成分７）フッ素系界面活性剤等
のレベリング剤とを含有する組成物が開示されている。
　しかし、特開平８－１７６５０４号公報（請求項１）に記載の被覆剤における炭化水素
モノマーは、露光部分と未露光部分とのアルカリ溶解度に差がつきにくく、当該被覆剤か
らは微細なパターン形成が困難であった。また、特開平１１－２７９２４３号公報（請求
項４、段落００３５）に記載のフッ素系界面活性剤等のレベリング剤は感光性基を有して
おらず、当該組成物は撥インク性の持続性が不足していた。
【発明の開示】
　本発明は、撥インク性、インク転落性、それらの持続性、基材密着性に優れた塗膜硬化
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物を形成することができ、さらには微細なパターン形成が可能な感光性樹脂組成物を提供
することを課題とする。
　本発明は、下記の手段を提供するものである。
（第一の感光性樹脂組成物）
　樹脂（Ａ１）と、ラジカル開始剤（Ｂ）と、アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）と、を含
むことを特徴とする感光性樹脂組成物。但し、樹脂（Ａ１）及びアルカリ可溶の感光性樹
脂（Ｄ）はそれぞれ以下のものを表す。
　樹脂（Ａ１）は、下記式１で表される基（ａ）と、下記式２で表される基（ｂ）と、エ
チレン性二重結合（ｄ）とを有する。
　－ＣＦＸＲｆ　・・・式１
（式中、Ｘは水素原子、フッ素原子又はトリフルオロメチル基を示し、Ｒｆはフッ素原子
又は水素原子の少なくとも１つがフッ素原子に置換された炭素数２０以下のアルキル基（
但し、前記アルキル基はエーテル性の酸素原子を有するものを含む。）を示す。）
　－（ＳｉＲ１Ｒ２－Ｏ）ｎ－ＳｉＲ１Ｒ２Ｒ３　・・・式２
（式中、Ｒ１、Ｒ２は独立に水素原子、アルキル基、シクロアルキル基又はアリール基を
示し、Ｒ３は水素原子又は炭素数１～１０の有機基を示し、ｎは１～２００の整数を示す
。）
　アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）は、酸性基（ｃ）と、分子内に３個以上のエチレン性
二重結合（ｄ）とを有し、かつ上記式１で表される基（ａ）及び上記式２で表される基（
ｂ）を有しない。
（第二の感光性樹脂組成物）
　樹脂（Ａ２）と、樹脂（Ａ３）と、ラジカル開始剤（Ｂ）と、アルカリ可溶の感光性樹
脂（Ｄ）と、を含むことを特徴とする感光性樹脂組成物。但し、樹脂（Ａ２）、樹脂（Ａ
３）及びアルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）はそれぞれ以下のものを表す。
　樹脂（Ａ２）は、下記式１で表される基（ａ）と、エチレン性二重結合（ｄ）とを有し
、かつ下記式２で表される基（ｂ）を有しない。
　樹脂（Ａ３）は、下記式２で表される基（ｂ）と、エチレン性二重結合（ｄ）とを有し
、かつ下記式１で表される基（ａ）を有しない。
　－ＣＦＸＲｆ　・・・式１
（式中、Ｘは水素原子、フッ素原子又はトリフルオロメチル基を示し、Ｒｆはフッ素原子
又は水素原子の少なくとも１つがフッ素原子に置換された炭素数２０以下のアルキル基（
但し、前記アルキル基はエーテル性の酸素原子を有するものを含む。）を示す。）
　－（ＳｉＲ１Ｒ２－Ｏ）ｎ－ＳｉＲ１Ｒ２Ｒ３　・・・式２
（式中、Ｒ１、Ｒ２は独立に水素原子、アルキル基、シクロアルキル基又はアリール基を
示し、Ｒ３は水素原子又は炭素数１～１０の有機基を示し、ｎは１～２００の整数を示す
。）
　アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）は、酸性基（ｃ）と、分子内に３個以上のエチレン性
二重結合（ｄ）とを有し、かつ上記式１で表される基（ａ）及び上記式２で表される基（
ｂ）を有しない。
　樹脂（Ａ１）は本発明の第一の感光性樹脂組成物から形成される塗膜硬化物に撥インク
性及びインク転落性を付与する。樹脂（Ａ２）及び樹脂（Ａ３）は本発明の第二の感光性
樹脂組成物から形成される塗膜硬化物に撥インク性及びインク転落性を付与する。
　樹脂（Ａ１）又は樹脂（Ａ２）における式１で表される基（ａ）は、主に形成される塗
膜硬化物に撥インク性を付与する。
　樹脂（Ａ１）又は樹脂（Ａ３）における式２で表される基（ｂ）は、主に極性の高いイ
ンクに対する優れたインク転落性を塗膜硬化物に付与する。また、ＵＶ照射に対する耐性
は、式１で表される基（ａ）は比較的低いが、式２で表される基（ｂ）は優れている。し
たがって、式２で表される基（ｂ）が存在することにより、ＵＶ照射による基（ａ）の劣
化を抑制し、ＵＶ照射後の撥インク性を持続することができる。
　樹脂（Ａ１）、（Ａ２）、（Ａ３）はエチレン性二重結合（ｄ）を有している。したが
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って、光照射により樹脂（Ａ１）、（Ａ２）、（Ａ３）は感光性樹脂組成物の他の構成成
分と共有結合するので塗膜硬化物に固定され、撥インク性の持続性及びインク転落性の持
続性が高くなる。
　式１で表される基（ａ）、式２で表される基（ｂ）は表面移行性を有しているので、プ
リベーク（塗膜の乾燥）の際に樹脂（Ａ１）、（Ａ２）、（Ａ３）は空気界面の塗膜表面
近傍に移行する。したがって、少量の樹脂の添加であっても、塗膜硬化物表面に充分な撥
インク性、インク転落性を付与できる。
　さらに、プリベークの際に樹脂（Ａ１）、（Ａ２）、（Ａ３）が空気界面の塗膜表面近
傍に移行することによって、基材付近の樹脂（Ａ１）、（Ａ２）、（Ａ３）の濃度が相対
的に減少するので、塗膜硬化物の基材密着性の低下を防止できる。
　アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）は主に感光性樹脂に現像性を付与し、分子内に３個以
上のエチレン性二重結合を有するため、露光部分と未露光部分とのアルカリ溶解度に差が
つきやすく、より少ない露光量での微細なパターン形成を可能にする。
　本発明によれば、撥インク性、インク転落性、それらの持続性、基材密着性に優れた塗
膜硬化物を形成することができ、さらには微細なパターン形成が可能な感光性樹脂組成物
が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
　本明細書の化合物名において（メタ）アクリレートとは、アクリレート及び／又はメタ
クリレートを意味する。同様に、（メタ）アクリル酸とは、アクリル酸及び／又はメタク
リル酸を意味し、（メタ）アクリルアミドとは、アクリルアミド及び／又はメタクリルア
ミドを意味する。
　本明細書において、特に説明しない場合、％は質量％を表す。
　本発明の第一の感光性樹脂組成物において使用される樹脂（Ａ１）について説明する。
　樹脂（Ａ１）は、下記式１で表される基（ａ）と、下記式２で表される基（ｂ）と、エ
チレン性二重結合（ｄ）とを有する。
　－ＣＦＸＲｆ　・・・式１
（式中、Ｘは水素原子、フッ素原子又はトリフルオロメチル基を示し、Ｒｆはフッ素原子
又は水素原子の少なくとも１つがフッ素原子に置換された炭素数２０以下のアルキル基（
但し、前記アルキル基はエーテル性の酸素原子を有するものを含む。）を示す。）
　－（ＳｉＲ１Ｒ２－Ｏ）ｎ－ＳｉＲ１Ｒ２Ｒ３　・・・式２
（式中、Ｒ１、Ｒ２は独立に水素原子、アルキル基、シクロアルキル基又はアリール基を
示し、Ｒ３は水素原子又は炭素数１～１０の有機基を示し、ｎは１～２００の整数を示す
。）
　式１で表される基（ａ）中のＲｆが、水素原子の少なくとも１つがフッ素原子に置換さ
れた炭素数２０以下のアルキル基である場合、前記アルキル基はフッ素原子以外の他のハ
ロゲン原子に置換された水素原子を含んでいてもよく、他のハロゲン原子としては、塩素
原子が好ましい。また、エーテル性の酸素原子は、アルキル基の炭素－炭素結合間に存在
してもよく、結合末端に存在してもよい。
　式１で表される基（ａ）の具体例としては、
－ＣＦ３、－ＣＦ２ＣＦ３、－ＣＦ２ＣＨＦ２、－（ＣＦ２）２ＣＦ３、－（ＣＦ２）３

ＣＦ３、－（ＣＦ２）４ＣＦ３、－（ＣＦ２）５ＣＦ３、－（ＣＦ２）６ＣＦ３、－（Ｃ
Ｆ２）７ＣＦ３、－（ＣＦ２）８ＣＦ３、－（ＣＦ２）９ＣＦ３、－（ＣＦ２）１１ＣＦ

３、－（ＣＦ２）１５ＣＦ３、－ＣＦ２Ｏ（ＣＦ２ＣＦ２Ｏ）ｐＣＦ３　（ｐは０～８）
、－ＣＦ（ＣＦ３）Ｏ（ＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）Ｏ）ｐ（ＣＦ２）５ＣＦ３　（ｐは０～４
）、－ＣＦ（ＣＦ３）Ｏ（ＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）Ｏ）ｐ（ＣＦ２）２ＣＦ３　（ｐは０～
５）
が挙げられる。
　式１で表される基（ａ）としては、パーフルオロアルキル基又は水素原子１個を含むポ
リフルオロアルキル基であることが好ましく、パーフルオロアルキル基が特に好ましい（
ただし、前記アルキル基は、エーテル性酸素原子を有するものを含む。）。これによって
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、樹脂（Ａ１）は良好な撥インク性を奏する。また、式１で表される基（ａ）の全炭素数
は１５以下であることが好ましい。これにより、樹脂（Ａ１）は良好な撥インク性、特に
撥有機溶剤性を奏する。また本発明の樹脂（Ａ１）を式１で表される基（ａ）を有する単
量体と他の共重合成分である単量体との共重合によって合成する場合に両単量体の相溶性
が良好となる。
　式２において、Ｒ１、Ｒ２はシロキサン単位毎に同一でも異なっていてもよい。樹脂（
Ａ１）が優れたインク転落性を奏することから、Ｒ１、Ｒ２は水素原子又は炭素数１～１
０のアルキル基、シクロアルキル基又はアリール基であることが好ましく、水素原子、メ
チル基又はフェニル基であることがより好ましく、すべてのシロキサン単位のＲ１、Ｒ２

がメチル基であることが特に好ましい。また、Ｒ３が有機基である場合、窒素原子、酸素
原子等が含まれていてもよく、Ｒ３は水素原子又は炭素数１～５の炭化水素基であること
が好ましい。ｎは１～１００の整数であることが好ましい。
　エチレン性二重結合（ｄ）としては、例えば、アクリル基、アリル基、ビニル基、ビニ
ルエーテル基等の付加重合性の不飽和基等が挙げられる。それらの基の水素原子の一部ま
たはすべてが、炭化水素基により置換されていてもよい。炭化水素基としては、メチル基
が好ましい。
　樹脂（Ａ１）は、酸性基（ｃ）を有することが好ましい。これにより、感光性樹脂組成
物の現像性が良好になるので、より微細なパターン形成が可能となる。
　酸性基（ｃ）としては、カルボキシル基、スルホン酸基、及びフェノール性水酸基の群
から選ばれる少なくとも１つの酸性基又はその塩が挙げられる。
　樹脂（Ａ１）は、式１で表される基（ａ）を有する単量体、式２で表される基（ｂ）を
有する単量体及び反応部位を有する単量体（好ましくは、酸性基（ｃ）を有する単量体）
を共重合させてなる重合体の前記反応部位に、エチレン性二重結合（ｄ）を有する化合物
を反応させて得られる重合体であることが好ましい。
　式１で表される基（ａ）を有する単量体としては、
ＣＨ２＝ＣＲ４ＣＯＯＲ５［ａ］、
ＣＨ２＝ＣＲ４ＣＯＯＲ６ＮＲ４ＳＯ２［ａ］、
ＣＨ２＝ＣＲ４ＣＯＯＲ６ＮＲ４ＣＯ［ａ］、
ＣＨ２＝ＣＲ４ＣＯＯＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）Ｒ５［ａ］、
ＣＨ２＝ＣＲ４ＣＲ４＝ＣＦ［ａ］
ＣＦ２＝ＣＦＯ［ａ］
等が挙げられる。ただし、Ｒ４は水素原子又はメチル基を、Ｒ５は単結合又は炭素数１～
６の２価有機基を、Ｒ６は炭素数１～６の２価有機基を、［ａ］は式１で表される基（ａ
）を、それぞれ示す。
　Ｒ５、Ｒ６の具体例としては、ＣＨ２、ＣＨ２ＣＨ２、ＣＨ（ＣＨ３）、ＣＨ２ＣＨ２

ＣＨ２、Ｃ（ＣＨ３）２、ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ３）、ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２、ＣＨ（Ｃ
Ｈ２ＣＨ２ＣＨ３）、ＣＨ２（ＣＨ２）３ＣＨ２、ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）２）等が
挙げられる。Ｒ５は単結合であってもよい。
　式１で表される基（ａ）を有する単量体は単独で用いてもよく、２種以上を併用しても
よい。
　式２で表される基（ｂ）を有する単量体としては、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯＲ７［ｂ］
ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯＲ７［ｂ］等が挙げられる。ただし、Ｒ７は単結合又は炭素
数１～６の２価有機基を、［ｂ］は式２で表される基（ｂ）を表す。
　Ｒ７の具体例としては、単結合、ＣＨ２、ＣＨ２ＣＨ２、ＣＨ（ＣＨ３）、ＣＨ２ＣＨ

２ＣＨ２、Ｃ（ＣＨ３）２、ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ３）、ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２、ＣＨ（
ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３）、ＣＨ２（ＣＨ２）３ＣＨ２、ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）２）等
が挙げられる。
　式２で表される基（ｂ）を有する単量体は単独で用いてもよく、２種以上を併用しても
よい。
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　酸性基（ｃ）を有する単量体のうち、カルボキシル基を有する単量体としては、アクリ
ル酸、メタクリル酸、ビニル酢酸、クロトン酸、イタコン酸、マレイン酸、フマル酸、ケ
イ皮酸、もしくはそれらの塩が挙げられる。
　スルホン酸基を有する単量体としては、ビニルスルホン酸、スチレンスルホン酸、（メ
タ）アリルスルホン酸、２－ヒドロキシ－３－（メタ）アリルオキシプロパンスルホン酸
、（メタ）アクリル酸－２－スルホエチル、（メタ）アクリル酸－２－スルホプロピル、
２－ヒドロキシ－３－（メタ）アクリロキシプロパンスルホン酸、２－（メタ）アクリル
アミド－２－メチルプロパンスルホン酸、もしくはそれらの塩等が挙げられる。
　フェノール性水酸基を有する単量体としては、ｏ－ヒドロキシスチレン、ｍ－ヒドロキ
シスチレン、ｐ－ヒドロキシスチレン等が挙げられる。またこれらのベンゼン環の１個以
上の水素原子が、メチル、エチル、ｎ－ブチル等のアルキル基、メトキシ、エトキシ、ｎ
－ブトキシ等のアルコキシ基、ハロゲン原子、アルキル基の１個以上の水素原子がハロゲ
ン原子に置換されたハロアルキル基、ニトロ基、シアノ基、アミド基に置換された化合物
等が挙げられる。
　反応部位を有する単量体としては、水酸基を有する単量体、エチレン性二重結合を有す
る酸無水物、カルボキシル基を有する単量体、エポキシ基を有する単量体等が挙げられる
。
　エチレン性二重結合（ｄ）の樹脂（Ａ１）への導入方法としては、
（１）水酸基を有する単量体をあらかじめ共重合させ、後にエチレン性二重結合（ｄ）を
有する酸無水物を反応させる方法、
（２）水酸基を有する単量体をあらかじめ共重合させ、後にイソシアネート基を有する単
量体を反応させる方法、
（３）水酸基を有する単量体をあらかじめ共重合させ、後に塩化アシル基を有する単量体
を反応させる方法、
（４）エチレン性二重結合を有する酸無水物をあらかじめ共重合させ、後に水酸基を有す
る単量体を反応させる方法、
（５）カルボキシル基を有する単量体をあらかじめ共重合させ、後にエポキシ基を有する
単量体と反応させる方法、
（６）エポキシ基を有する単量体をあらかじめ共重合させ、後にカルボキシル基を有する
単量体を反応させる方法、が挙げられる。
　樹脂（Ａ１）は、式１で表される基（ａ）を有する単量体、式２で表される基（ｂ）を
有する単量体及び酸性基（ｃ）を有する単量体以外の単量体（その他の単量体）に基づく
単量体単位を有していてもよい。
　その他の単量体としては、炭化水素系オレフィン類、ビニルエーテル類、イソプロペニ
ルエーテル類、アリルエーテル類、ビニルエステル類、アリルエステル類、（メタ）アク
リル酸エステル類、（メタ）アクリルアミド類、芳香族ビニル化合物、クロロオレフィン
類、共役ジエン類が挙げられる。これらの化合物には、官能基が含まれていてもよく、例
えば水酸基、カルボニル基、アルコキシ基等が挙げられる。特に（メタ）アクリル酸エス
テル類、（メタ）アクリルアミド類が、感光性樹脂組成物から形成される塗膜の耐熱性に
優れるので好ましい。
　樹脂（Ａ１）は、式１で表される基（ａ）を有する単量体を式２で表される基（ｂ）を
有する単量体等と共重合させる他に、反応部位を有する重合体の反応部位に、式１で表さ
れる基（ａ）を有する化合物を反応させる各種変性方法によって製造することにより、式
１で表される基（ａ）を導入することもできる。
　そのような各種変性方法としては、
（１）エポキシ基を有する単量体をあらかじめ共重合させ、後に片末端にカルボキシル基
、アミノ基又はメルカプト基のいずれかを有し片末端に基（ａ）を有する化合物を反応さ
せる方法、
（２）アミノ基を有する単量体をあらかじめ共重合させ、後に片末端にカルボキシル基又
はエポキシ基を有し片末端に基（ａ）を有する化合物を反応させる方法、
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（３）カルボキシル基を有する単量体をあらかじめ共重合させ、後に片末端にエポキシ基
、アミノ基又は塩化シリル基のいずれかを有し片末端に基（ａ）を有する化合物を反応さ
せる方法、
（４）水酸基を有する単量体をあらかじめ共重合させ、後に片末端に塩化シリル基を有し
片末端に基（ａ）を有する化合物を反応させる方法、が挙げられる。
　樹脂（Ａ１）は、式２で表される基（ｂ）を有する単量体を式１で表される基（ａ）を
有する単量体等と共重合させる他に、反応部位を有する重合体の反応部位に、式２で表さ
れる基（ｂ）を有する化合物を反応させる各種変性方法によって製造することにより、式
２で表される基（ｂ）を導入することもできる。
　反応部位を有する重合体に式２で表される基（ｂ）を有する化合物を反応させる各種変
性方法は、上記の式１で表される基（ａ）の導入について述べた各種変性方法と同様であ
る。
　樹脂（Ａ１）は、酸性基（ｃ）を有する単量体を式１で表される基（ａ）を有する単量
体、式２で表される基（ｂ）を有する単量体等と共重合させる他に、例えば、（１）水酸
基を有する単量体をあらかじめ共重合させ、後に酸無水物を反応させる方法、（２）エチ
レン性二重結合を有する酸無水物をあらかじめ共重合させ、後に水酸基を有する化合物を
反応させる方法により、酸性基（ｃ）としてカルボキシル基を導入することができる。
　樹脂（Ａ１）は、式１で表される基（ａ）を有する重合開始剤を使用する方法や式２で
表される基（ｂ）を有する重合開始剤を使用する方法によっても製造することもできる。
　式２で表される基（ｂ）を有する重合開始剤としては、開始剤分子主鎖中に２価のポリ
シロキサン構造を有する基が含まれていてもよいし、開始剤分子の末端部分または側鎖に
１価のポリシロキサン構造を有する基が含まれていてもよい。開始剤分子主鎖中に２価の
ポリシロキサン構造を有する基が含まれている開始剤としては、２価のポリシロキサン構
造を有する基とアゾ基とを交互に有する化合物等が挙げられる。市販品としては、ＶＰＳ
－１００１、ＶＰＳ－０５０１（以上、和光純薬工業社製）が挙げられる。
　樹脂（Ａ１）は、例えば、各単量体を溶媒に溶解して必要に応じて加熱し、重合開始剤
を加えて反応させる方法によって合成できる。該反応においては、必要に応じて連鎖移動
剤を存在させるのが好ましい。単量体、重合開始剤、溶剤および連鎖移動剤は連続して添
加しても良い。
　樹脂（Ａ１）におけるフッ素原子含有量は、１～３０％が好ましく、より好ましくは３
～２５％である。当該範囲であると樹脂（Ａ１）は、形成される塗膜硬化物の表面張力を
下げる効果に優れ、塗膜硬化物に高い撥インク性を付与する。また、塗膜が白濁すること
なく感光性樹脂組成物の現像性が良好であり、塗膜硬化物と基材との密着性が高くなる。
　樹脂（Ａ１）におけるケイ素原子の含有量は、０．１～２５％が好ましく、より好まし
くは０．５～２０％である。当該範囲であると樹脂（Ａ１）は、塗膜硬化物に良好なイン
ク転落性を付与し、感光性樹脂組成物の現像性が良好となる。
　樹脂（Ａ１）は、分子内に３個以上１００個以下のエチレン性二重結合を有することが
好ましい。より好ましくは５個以上４０個以下である。この範囲であると感光性樹脂組成
物の現像性が良好となる。
　樹脂（Ａ１）の酸価は１０～２００（ｍｇＫＯＨ／ｇ）であることが好ましく、２０～
１３０（ｍｇＫＯＨ／ｇ）であることがより好ましい。当該範囲であると樹脂（Ａ１）の
アルカリ溶解性、感光性樹脂組成物の現像性が良好である。
　樹脂（Ａ１）において、その他の重合単位の割合は９０％以下が好ましく、７０％以下
がより好ましい。当該範囲であると感光性樹脂組成物の現像性が良好となる。
　樹脂（Ａ１）の数平均分子量は、１０００以上２００００未満が好ましく、２０００以
上１２０００未満がより好ましい。当該範囲であると、露光によるコントラストの変化が
大きく、光に対する感度が高くなる一方、現像液に対する溶解性が高く、非露光部におけ
る溶解残渣の発生を防止できるという利点がある。
　樹脂（Ａ１）の感光性樹脂組成物の全固形分における割合は、０．０１～５０％が好ま
しく、０．０５～３０％がより好ましく、０．０５～２０％が特に好ましい。当該範囲で
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あると感光性樹脂組成物の現像性が良好であり、形成される塗膜硬化物は良好な撥インク
性、インク転落性を奏し、塗膜硬化物の基材密着性が良好となる。
　本発明の第二の感光性樹脂組成物において使用される樹脂（Ａ２）及び樹脂（Ａ３）に
ついて説明する。
　樹脂（Ａ２）は、下記式１で表される基（ａ）と、エチレン性二重結合（ｄ）とを有し
、かつ下記式２で表される基（ｂ）は有しない。
　樹脂（Ａ３）は、下記式２で表される基（ｂ）と、エチレン性二重結合（ｄ）とを有し
、かつ下記式１で表される基（ａ）は有しない。
　－ＣＦＸＲｆ　・・・式１
（式中、Ｘは水素原子、フッ素原子又はトリフルオロメチル基を示し、Ｒｆはフッ素原子
又は水素原子の少なくとも１つがフッ素原子に置換された炭素数２０以下のアルキル基（
但し、前記アルキル基はエーテル性の酸素原子を有するものを含む。）を示す。）
　－（ＳｉＲ１Ｒ２－Ｏ）ｎ－ＳｉＲ１Ｒ２Ｒ３　・・・式２
（式中、Ｒ１、Ｒ２は独立に水素原子、アルキル基、シクロアルキル基又はアリール基を
示し、Ｒ３は水素原子又は炭素数１～１０の有機基を示し、ｎは１～２００の整数を示す
。）
　式１で表される基（ａ）中のＲｆが、水素原子の少なくとも１つがフッ素原子に置換さ
れた炭素数２０以下のアルキル基である場合、前記アルキル基はフッ素原子以外の他のハ
ロゲン原子に置換された水素原子を含んでいてもよく、他のハロゲン原子としては、塩素
原子が好ましい。また、エーテル性酸素原子は、アルキル基の炭素－炭素結合間に存在し
てもよく、結合末端に存在してもよい。
　式１で表される基（ａ）の具体例としては、
－ＣＦ３、－ＣＦ２ＣＦ３、－ＣＦ２ＣＨＦ２、－（ＣＦ２）２ＣＦ３、－（ＣＦ２）３

ＣＦ３、－（ＣＦ２）４ＣＦ３、－（ＣＦ２）５ＣＦ３、－（ＣＦ２）６ＣＦ３、－（Ｃ
Ｆ２）７ＣＦ３、－（ＣＦ２）８ＣＦ３、－（ＣＦ２）９ＣＦ３、－（ＣＦ２）１１ＣＦ

３、－（ＣＦ２）１５ＣＦ３、－ＣＦ２Ｏ（ＣＦ２ＣＦ２Ｏ）ｐＣＦ３　（ｐは０～８）
、－ＣＦ（ＣＦ３）Ｏ（ＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）Ｏ）ｐ（ＣＦ２）５ＣＦ３　（ｐは０～４
）、－ＣＦ（ＣＦ３）Ｏ（ＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）Ｏ）ｐ（ＣＦ２）２ＣＦ３　（ｐは０～
５）
が挙げられる。
　式１で表される基（ａ）としては、パーフルオロアルキル基又は水素原子１個を含むポ
リフルオロアルキル基であることが好ましく、パーフルオロアルキル基が特に好ましい（
ただし、前記アルキル基は、エーテル性酸素原子を有するものを含む。）。これによって
、樹脂（Ａ２）は良好な撥インク性を奏する。また、式１で表される基（ａ）の全炭素数
は１５以下であることが好ましい。これにより、樹脂（Ａ２）は良好な撥インク性、特に
撥有機溶剤性を奏する。また本発明の樹脂（Ａ２）を式１で表される基（ａ）を有する単
量体と他の共重合成分である単量体との共重合によって合成する場合に両単量体の相溶性
が良好となる。
　式２において、Ｒ１、Ｒ２はシロキサン単位毎に同一でも異なっていてもよい。樹脂（
Ａ１）が優れたインク転落性を奏することから、Ｒ１、Ｒ２は水素原子又は炭素数１～１
０のアルキル基、シクロアルキル基又はアリール基であることが好ましく、水素原子、メ
チル基又はフェニル基であることがより好ましく、すべてのシロキサン単位のＲ１、Ｒ２

がメチル基であることが特に好ましい。また、Ｒ３が有機基である場合、窒素原子、酸素
原子等が含まれていてもよく、Ｒ３は水素原子又は炭素数１～５の炭化水素基であること
が好ましい。ｎは１～１００の整数であることが好ましい。
　エチレン性二重結合（ｄ）としては、例えば、アクリル基、アリル基、ビニル基、ビニ
ルエーテル基等の付加重合性の不飽和基等が挙げられる。それらの基の水素原子の一部ま
たはすべてが、炭化水素基により置換されていてもよい。炭化水素基としては、メチル基
が好ましい。
　樹脂（Ａ２）又は樹脂（Ａ３）は、酸性基（ｃ）を有することが好ましい。これにより
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、感光性樹脂組成物の現像性が良好になるので、より微細なパターン形成が可能となる。
　酸性基（ｃ）としては、カルボキシル基、スルホン酸基、及びフェノール性水酸基の群
から選ばれる少なくとも１つの酸性基又はその塩が挙げられる。
　樹脂（Ａ２）は、式１で表される基（ａ）を有する単量体及び反応部位を有する単量体
（、好ましくは、酸性基（ｃ）を有する単量体）を共重合させてなる重合体の前記反応部
位に、エチレン性二重結合（ｄ）を有する化合物を反応させて得られる重合体であること
が好ましい。また、樹脂（Ａ３）は、式２で表される基（ｂ）を有する単量体及び反応部
位を有する単量体（、好ましくは、酸性基（ｃ）を有する単量体）を共重合させてなる重
合体の前記反応部位に、エチレン性二重結合（ｄ）を有する化合物を反応させて得られる
重合体であることが好ましい。
　式１で表される基（ａ）を有する単量体としては、
ＣＨ２＝ＣＲ４ＣＯＯＲ５［ａ］、
ＣＨ２＝ＣＲ４ＣＯＯＲ６ＮＲ４ＳＯ２［ａ］、
ＣＨ２＝ＣＲ４ＣＯＯＲ６ＮＲ４ＣＯ［ａ］、
ＣＨ２＝ＣＲ４ＣＯＯＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）Ｒ５［ａ］、
ＣＨ２＝ＣＲ４ＣＲ４＝ＣＦ［ａ］
ＣＦ２＝ＣＦＯ［ａ］
等が挙げられる。ただし、Ｒ４は水素原子又はメチル基を、Ｒ５は単結合又は炭素数１～
６の２価有機基を、Ｒ６は炭素数１～６の２価有機基を、［ａ］は式１で表される基（ａ
）を、それぞれ示す。
　Ｒ５、Ｒ６の具体例としては、ＣＨ２、ＣＨ２ＣＨ２、ＣＨ（ＣＨ３）、ＣＨ２ＣＨ２

ＣＨ２、Ｃ（ＣＨ３）２、ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ３）、ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２、ＣＨ（Ｃ
Ｈ２ＣＨ２ＣＨ３）、ＣＨ２（ＣＨ２）３ＣＨ２、ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）２）等が
挙げられる。Ｒ５は単結合であってもよい。
　式１で表される基（ａ）を有する単量体は単独で用いてもよく、２種以上を併用しても
よい。
　式２で表される基（ｂ）を有する単量体としては、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯＲ７［ｂ］
ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯＲ７［ｂ］等が挙げられる。ただし、Ｒ７は単結合又は炭素
数１～６の２価有機基を、［ｂ］は式２で表される基（ｂ）を表す。
　Ｒ７の具体例としては、単結合、ＣＨ２、ＣＨ２ＣＨ２、ＣＨ（ＣＨ３）、ＣＨ２ＣＨ

２ＣＨ２、Ｃ（ＣＨ３）２、ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ３）、ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２、ＣＨ（
ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３）、ＣＨ２（ＣＨ２）３ＣＨ２、ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）２）等
が挙げられる。
　式２で表される基（ｂ）を有する単量体は単独で用いてもよく、２種以上を併用しても
よい。
　酸性基（ｃ）を有する単量体のうち、カルボキシル基を有する単量体としては、アクリ
ル酸、メタクリル酸、ビニル酢酸、クロトン酸、イタコン酸、マレイン酸、フマル酸、ケ
イ皮酸、もしくはそれらの塩が挙げられる。
　スルホン酸基を有する単量体としては、ビニルスルホン酸、スチレンスルホン酸、（メ
タ）アリルスルホン酸、２－ヒドロキシ－３－（メタ）アリルオキシプロパンスルホン酸
、（メタ）アクリル酸－２－スルホエチル、（メタ）アクリル酸－２－スルホプロピル、
２－ヒドロキシ－３－（メタ）アクリロキシプロパンスルホン酸、２－（メタ）アクリル
アミド－２－メチルプロパンスルホン酸、もしくはそれらの塩等が挙げられる。
　フェノール性水酸基を有する単量体としては、ｏ－ヒドロキシスチレン、ｍ－ヒドロキ
シスチレン、ｐ－ヒドロキシスチレン等が挙げられる。またこれらのベンゼン環の１個以
上の水素原子が、メチル、エチル、ｎ－ブチル等のアルキル基、メトキシ、エトキシ、ｎ
－ブトキシ等のアルコキシ基、ハロゲン原子、アルキル基の１個以上の水素原子がハロゲ
ン原子に置換されたハロアルキル基、ニトロ基、シアノ基、アミド基に置換された化合物
等が挙げられる。
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　反応部位を有する単量体としては、水酸基を有する単量体、エチレン性二重結合を有す
る酸無水物、カルボキシル基を有する単量体、エポキシ基を有する単量体等が挙げられる
。
　エチレン性二重結合（ｄ）の樹脂（Ａ２）又は樹脂（Ａ３）への導入方法としては、
（１）水酸基を有する単量体をあらかじめ共重合させ、後にエチレン性二重結合（ｄ）を
有する酸無水物を反応させる方法、
（２）水酸基を有する単量体をあらかじめ共重合させ、後にイソシアネート基を有する単
量体を反応させる方法、
（３）水酸基を有する単量体をあらかじめ共重合させ、後に塩化アシル基を有する単量体
を反応させる方法、
（４）エチレン性二重結合を有する酸無水物をあらかじめ共重合させ、後に水酸基を有す
る単量体を反応させる方法、
（５）カルボキシル基を有する単量体をあらかじめ共重合させ、後にエポキシ基を有する
単量体と反応させる方法、
（６）エポキシ基を有する単量体をあらかじめ共重合させ、後にカルボキシル基を有する
単量体を反応させる方法、が挙げられる。
　樹脂（Ａ２）又は樹脂（Ａ３）は、式１で表される基（ａ）を有する単量体、式２で表
される基（ｂ）を有する単量体又は酸性基（ｃ）を有する単量体以外の単量体（その他の
単量体）に基づく単量体単位を有していてもよい。
　その他の単量体としては、炭化水素系オレフィン類、ビニルエーテル類、イソプロペニ
ルエーテル類、アリルエーテル類、ビニルエステル類、アリルエステル類、（メタ）アク
リル酸エステル類、（メタ）アクリルアミド類、芳香族ビニル化合物、クロロオレフィン
類、共役ジエン類が挙げられる。これらの化合物には、官能基が含まれていてもよく、例
えば水酸基、カルボニル基、アルコキシ基等が挙げられる。特に（メタ）アクリル酸エス
テル類、（メタ）アクリルアミド類が、感光性樹脂組成物から形成される塗膜の耐熱性に
優れるので好ましい。
　樹脂（Ａ２）又は樹脂（Ａ３）は、例えば、各単量体を溶媒に溶解して必要に応じて加
熱し、重合開始剤を加えて反応させる方法によって合成できる。該反応においては、必要
に応じて連鎖移動剤を存在させるのが好ましい。単量体、重合開始剤、溶剤および連鎖移
動剤は連続して添加しても良い。
　樹脂（Ａ２）におけるフッ素原子含有量は、５～３０％が好ましく、より好ましくは１
０～２５％である。当該範囲であると樹脂（Ａ２）は、形成される塗膜硬化物の表面張力
を下げる効果に優れ、塗膜硬化物に高い撥インク性を付与する。また、塗膜が白濁するこ
となく感光性樹脂組成物の現像性が良好であり、塗膜硬化物と基材との密着性が高くなる
。
　樹脂（Ａ３）におけるケイ素原子の含有量は、０．１～３０％が好ましく、より好まし
くは０．５～２５％である。塗膜硬化物に良好なインク転落性を付与し、感光性樹脂組成
物の現像性が良好となる。
　樹脂（Ａ２）又は樹脂（Ａ３）は、分子内に３個以上１００個以下のエチレン性二重結
合を有することが好ましい。より好ましくは５個以上４０個以下である。この範囲である
と感光性樹脂組成物の現像性が良好となる。
　樹脂（Ａ２）又は樹脂（Ａ３）の酸価は１０～２００（ｍｇＫＯＨ／ｇ）であることが
好ましく、２０～１３０（ｍｇＫＯＨ／ｇ）であることがより好ましい。当該範囲である
と樹脂（Ａ２）又は樹脂（Ａ３）のアルカリ溶解性、感光性樹脂組成物の現像性が良好で
ある。
　樹脂（Ａ２）又は樹脂（Ａ３）において、その他の重合単位の割合は９０％以下が好ま
しく、７０％以下がより好ましい。当該範囲であると感光性樹脂組成物の現像性が良好と
なる。
　樹脂（Ａ２）又は樹脂（Ａ３）の数平均分子量は、１０００以上２００００未満が好ま
しく、２０００以上１２０００未満がより好ましい。当該範囲であると、露光によるコン
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トラストの変化が大きく、光に対する感度が高くなる一方、現像液に対する溶解性が高く
、非露光部における溶解残渣の発生を防止できるという利点がある。
　樹脂（Ａ２）又は樹脂（Ａ３）の感光性樹脂組成物の全固形分における割合は、それぞ
れ、０．０１～２０％が好ましく、０．１～１０％がより好ましい。当該範囲であると感
光性樹脂組成物の現像性が良好であり、形成される塗膜硬化物は良好な撥インク性、イン
ク転落性を奏し、塗膜硬化物の基材密着性が良好となる。
　次に、ラジカル開始剤（Ｂ）について説明する。ラジカル開始剤（Ｂ）は、光によりラ
ジカルを発生する化合物である。
　ラジカル開始剤（Ｂ）としては、例えば、ベンジル、ジアセチル、メチルフェニルグリ
オキシレート、９，１０－フェナンスレンキノン等のα－ジケトン類、ベンゾイン等のア
シロイン類、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプ
ロピルエーテル等のアシロインエーテル類、チオキサントン、２－クロロチオキサントン
、２－メチルチオキサントン、２，４－ジメチルチオキサントン、イソプロピルチオキサ
ントン、２，４－ジエチルチオキサントン、２，４－ジクロロチオキサントン、２，４－
ジイソプロピルチオキサントン、チオキサントン－４－スルホン酸等のチオキサントン類
、ベンゾフェノン、４，４′－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４′－ビス
（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン等のベンゾフェノン類、アセトフェノン、２－（４－
トルエンスルホニルオキシ）－２－フェニルアセトフェノン、ｐ－ジメチルアミノアセト
フェノン、２，２′－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン、ｐ－メトキシアセトフ
ェノン、２－メチル［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モルフォリノ－１－プロパノ
ン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタン－
１－オン等のアセトフェノン類、アントラキノン、２－エチルアントラキノン、カンファ
ーキノン、１，４－ナフトキノン等のキノン類、２－ジメチルアミノ安息香酸エチル、４
－ジメチルアミノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸（ｎ－ブトキシ）エチル
、４－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキ
シル等のアミノ安息香酸類、フェナシルクロライド、トリハロメチルフェニルスルホン等
のハロゲン化合物、アシルホスフィンオキシド類、ジ－ｔ－ブチルパーオキサイド等の過
酸化物等が挙げられる。
　特に、上記アミノ安息香酸類、上記ベンゾフェノン類等は、その他のラジカル開始剤と
共に用いられて、増感効果を発現することがある。また、トリエタノールアミン、メチル
ジエタノールアミン、トリイソプロパノールアミン、ｎ－ブチルアミン、Ｎ－メチルジエ
タノールアミン、ジエチルアミノエチルメタクリレート等の脂肪族アミン類も同じくラジ
カル開始剤と共に用いられて、増感効果を発現することがある。
　ラジカル開始剤（Ｂ）の感光性樹脂組成物の全固形分における割合は、０．１～５０％
が好ましく、０．５～３０％がより好ましい。この範囲であると現像性が良好である。
　アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）について説明する。アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）
は、酸性基（ｃ）と、分子内に３個以上のエチレン性二重結合（ｄ）とを有し、かつ上記
式１で表される基（ａ）及び上記式２で表される基（ｂ）を有しない。
　アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）は、感光性樹脂組成物の現像性及び感光性樹脂組成物
から形成される塗膜硬化物の基材密着性を向上させる。酸性基（ｃ）、エチレン性二重結
合（ｄ）は、樹脂（Ａ１）又は樹脂（Ａ２）において説明したものと同様である。
　アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）の例としては、酸性基（ｃ）を有する単量体、反応部
位を有する単量体を共重合させてなる重合体の前記反応部位に、エチレン性二重結合（ｄ
）を有する化合物を反応させて得られる重合体（Ｄ１）、エチレン性二重結合（ｄ）を導
入したノボラック樹脂（Ｄ２）が挙げられる。
　前記重合体（Ｄ１）は、樹脂（Ａ１）又は樹脂（Ａ２）において説明したのと同様の単
量体の種類、製法によって得られる。重合体（Ｄ１）は、酸性基（ｃ）を有する単量体、
反応部位を有する単量体以外の単量体（その他の単量体）に基づく単量体単位を有してい
てもよい。その他の単量体の種類は、樹脂（Ａ１）又は樹脂（Ａ２）において説明したの
と同様である。
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　エチレン性二重結合（ｄ）を導入したノボラック樹脂（Ｄ２）について説明する。
　ノボラック樹脂は、フェノール類をアルデヒド類と重縮合して得られるものであり、例
えば、フェノール・ホルムアルデヒド樹脂、クレゾール・ホルムアルデヒド樹脂、フェノ
ール・クレゾール・ホルムアルデヒド共縮合樹脂等が挙げられる。特に、クレゾール・ホ
ルムアルデヒド樹脂から得られる感光性樹脂は、現像により未露光部分を除去した後の基
材表面のインクに対する濡れ性が良好であり好ましい。
　上記ノボラック樹脂に、エチレン性二重結合（ｄ）を導入する方法としては、例えば、
（１）フェノール性水酸基の一部をエポキシ基を有する単量体と反応させる方法、（２）
フェノール性水酸基の一部またはすべてをエピクロロヒドリンと反応させて、ノボラック
樹脂にエポキシ基を導入した後に、該エポキシ基とカルボキシル基を有する単量体を反応
させる方法が挙げられる。なお、この反応で生成した水酸基と酸無水物とを反応させ、分
子内にさらにカルボキシル基を導入してもよい。
　エチレン性二重結合（ｄ）を導入したノボラック樹脂（Ｄ２）の市販品としては、ＫＡ
ＹＡＲＡＤ　ＰＣＲ－１０６９、Ｋ－４８Ｃ、ＣＣＲ－１１０５、ＣＣＲ－１１１５、Ｔ
ＣＲ－１０２５、ＴＣＲ－１０６４、ＴＣＲ－１２８６、ＺＦＲ－１１２２、ＺＦＲ－１
１２４、ＺＦＲ－１１８５（以上、日本化薬社製）等が挙げられる。
　アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）は、分子内に３個以上のエチレン性二重結合を有する
ため、露光部分と未露光部分とのアルカリ溶解度に差がつきやすく、より少ない露光量で
の微細なパターン形成が可能となる。分子内のエチレン性二重結合の数は好ましくは６個
以上である。
　アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）の酸価は、１０～４００（ｍｇＫＯＨ／ｇ）が好まし
く、５０～３００（ｍｇＫＯＨ／ｇ）がより好ましい。この範囲であるとアルカリ溶解性
、現像性が良好である。
　アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）の数平均分子量は、５００以上２００００未満が好ま
しく、２０００以上１５０００未満がより好ましい。この範囲であるとアルカリ溶解性、
現像性が良好である。
　アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）の感光性樹脂組成物の全固形分における割合は、５～
８０％が好ましく、１０～５０％がより好ましい。当該範囲であると感光性樹脂組成物の
現像性が良好である。
　感光性樹脂組成物は、さらに、ラジカル架橋剤（Ｃ）を含むことが好ましい。これによ
り、光照射による感光性樹脂組成物の硬化を促進して比較的短時間での硬化が可能となる
。
　ラジカル架橋剤（Ｃ）は、２個以上のエチレン性二重結合（ｄ）を有し、かつ酸性基（
ｃ）を有しない。ただし、ラジカル架橋剤（Ｃ）は、上記樹脂（Ａ１）、樹脂（Ａ２）又
は樹脂（Ａ３）以外の化合物であり、樹脂が上記樹脂（Ａ１）、樹脂（Ａ２）、樹脂（Ａ
３）又はラジカル架橋剤（Ｃ）のいずれにも該当する場合には、そのような樹脂は本発明
においては樹脂（Ａ１）、樹脂（Ａ２）又は樹脂（Ａ３）のいずれかとみなす。
　酸性基（ｃ）及びエチレン性二重結合（ｄ）は、樹脂（Ａ１）又は樹脂（Ａ２）におい
て説明したのと同様である。
　具体例としては、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリ
コールジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ネ
オペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、１，９－ノナンジオールジ（メタ）アク
リレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールト
リ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジトリメ
チロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）
アクリレート等が挙げられる。これらは単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい
。
　ラジカル架橋剤（Ｃ）の感光性樹脂組成物の全固形分における割合は、５～７０％が好
ましく、１０～５０％がより好ましい。この範囲であると現像性が良好である。
　感光性樹脂組成物においては、アミノ樹脂、エポキシ化合物、オキサゾリン基化合物か
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らなる群から選ばれる少なくとも１種である熱架橋剤（Ｅ）を使用することが好ましい。
これにより、塗膜硬化物の耐熱性を向上させることができる。
　アミノ樹脂としては、メラミン系化合物、グアナミン系化合物、尿素系化合物等のアミ
ノ基の一部もしくはすべてをヒドロキシメチル化した化合物、または該ヒドロキシメチル
化した化合物の水酸基の一部もしくはすべてをメタノール、エタノール、ｎ－ブチルアル
コール、２－メチル－１－プロパノール等でエーテル化した化合物、例えば、ヘキサメト
キシメチルメラミン等が挙げられる。
　エポキシ基化合物としては、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、ビスフェノールＦ型エ
ポキシ樹脂、フェノール・ノボラック型エポキシ樹脂、クレゾール・ノボラック型エポキ
シ樹脂、トリスフェノールメタン型エポキシ樹脂、臭素化エポキシ樹脂等のグリシジルエ
ーテル類、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル－３，４－エポキシシクロヘキサンカ
ルボキシレート、ビス（２，３－エポキシシクロペンチル）エーテルなどの脂環式エポキ
シ樹脂、ジグリシジルヘキサヒドロフタレート、ジグリシジルテトラヒドロフタレート、
ジグリシジルフタレート等のグリシジルエステル類、テトラグリシジルジアミノジフェニ
ルメタン、トリグリシジルパラアミノフェノール等のグリシジルアミン類、トリグリシジ
ルイソシアヌレートなどの複素環式エポキシ樹脂などが挙げられる。
　オキサゾリン化合物としては、２－ビニル－２－オキサゾリン、２－ビニル－４－メチ
ル－２－オキサゾリン、２－ビニル－５－メチル－２－オキサゾリン、２－イソプロペニ
ル－２－オキサゾリン、２－イソプロペニル－４－メチル－２－オキサゾリン等の重合性
単量体の共重合体を挙げることができる。
　感光性樹脂組成物においては、シランカップリング剤（Ｆ）を使用することが好ましい
。これにより、塗膜硬化物と基材との密着性が向上する。
　シランカップリング剤（Ｆ）の具体例としては、テトラエトキシシラン、３－グリシド
キシプロピルトリメトキシシラン、メチルトリメトキシシラン、ビニルトリメトキシシラ
ン、３－メタクリロイルオキシプロピルトリメトキシシラン、３－クロロプロピルトリメ
トキシシラン、３－メルカプトプロピルトリメトキシシラン、ヘプタデカフルオロオクチ
ルエチルトリメトキシシラン、ＰＯＡ鎖含有トリエトキシシラン等が挙げられる。これら
は単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
　感光性樹脂組成物においては、希釈剤（Ｇ）を使用することができる。
　希釈剤（Ｇ）の具体例としては、例えばエタノール、１－プロパノール、２－プロパノ
ール、１－ブタノール、エチレングリコール等のアルコール類、アセトン、メチルイソブ
チルケトン、シクロヘキサノン等のケトン類、２－メトキシエタノール、２－エトキシエ
タノール、２－ブトキシエタノール等のセルソルブ類、２－（２－メトキシエトキシ）エ
タノール、２－（２－エトキシエトキシ）エタノール、２－（２－ブトキシエトキシ）エ
タノール等のカルビトール類、メチルアセテート、エチルアセテート、ｎ－ブチルアセテ
ート、エチルラクテート、ｎ－ブチルラクテート、エチレングリコールモノメチルエーテ
ルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリコー
ルジアセテート、グリセリントリアセテート等のエステル類、ジエチレングリコールジメ
チルエーテル、ジエチレングリコールメチルエチルエーテル等、ｎ－ブタン、ｎ－ヘキサ
ン等の鎖式炭化水素、シクロヘキサン等の環式飽和炭化水素、トルエン、キシレン、ベン
ジルアルコール等の芳香族炭化水素等が挙げられる。これらは単独で用いてもよいし、２
種以上を併用してもよい。
　本発明の感光性樹脂組成物においては、必要に応じて硬化促進剤、着色剤、増粘剤、可
塑剤、消泡剤、レベリング剤、ハジキ防止剤、紫外線吸収剤等を使用することができる。
着色剤としては、染料、有機顔料、無機顔料、メタリック顔料等が例示される。
　着色剤を混合した感光性樹脂組成物は、遮光用塗膜の形成材料として使用できる。例え
ばカラーフィルター用隔壁材としては、ＲＧＢの発光色のコントラストを高めるため黒色
の塗膜を形成できる感光性樹脂組成物が適用される。
　黒色となる着色剤としては、カーボンブラック、チタンブラック、黒色金属酸化物顔料
が好ましい。また、赤、青、緑、紫、黄、シアン、マゼンタ等から選ばれる２種以上の有
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機顔料を混合し、黒色化した組み合わせも好ましい。
　カーボンブラックとしては、ランプブラック、アセチレンブラック、サーマルブラック
、チャンネルブラック、ファーネスブラック等が挙げられる。チタンブラックとは、チタ
ンの酸化または二酸化チタンの還元により得られるもので、ＴｉｕＯ２ｕ－１（ｕは、１
以上の数）で表される少なくとも１種である。黒色金属酸化物顔料としては、銅、鉄、ク
ロム、マンガン、コバルトの酸化物が挙げられる。前記金属酸化物から選ばれる少なくと
も２種以上の複合金属酸化物も好ましい。例えば、銅－クロムの酸化物、銅－クロム－マ
ンガンの酸化物、銅－鉄－マンガンの酸化物又はコバルト－鉄－マンガンの酸化物等が挙
げられる。
　青の顔料としては、フタロシアニン系顔料が、赤の顔料としては、キナクリドン系顔料
、ペリレン系顔料、ピロロ・ピロール系顔料、アントラキノン系顔料等が、緑の顔料とし
ては、ハロゲン化フタロシアニン系顔料、紫の顔料としては、ジオキサジンバイオレット
、ファストバイオレットＢ、メチルバイオレットイーキ、インダントレンブリリアントバ
イオレット、黄の顔料としては、テトラクロロイソインドリノン系顔料、ハンザイロー系
顔料、ベンジジンエロー系顔料、アゾ系顔料、シアンの顔料としては無金属フタロシアニ
ン、メロシアニン、マゼンタの顔料としては、ジメチルキナクリドン、チオインジゴなど
が挙げられる。
　顔料は、分散剤（例えば、ポリカプロラクトン系化合物、長鎖アルキルポリアミノアマ
イド系化合物等。）と共にサンドミル、ロールミル等の分散機によって分散され、その後
、感光性樹脂組成物に加えてもよい。粒径は、１μｍ以下が好ましい。当該範囲であると
感光性樹脂組成物の現像性が良好となる。
　次に、感光性樹脂組成物を用いた画素パターン形成方法（フォトリソグラフィー）につ
いて説明する。
　まず、公知の塗膜形成方法によって、基材の表面に感光性樹脂組成物の塗膜を形成する
。
　基材としては、その材質は特に限定されるものではないが、例えば、各種ガラス板、ポ
リエチレンテレフタレート等のポリエステルやポリプロピレン、ポリエチレン等のポリオ
レフイン等、ポリカーボネート、ポリメチルメタクリレート、ポリスルホン、ポリイミド
の熱可塑性プラスチックシート、エポキシ樹脂、ポリエステル樹脂、ポリ（メタ）アクリ
ル樹脂等の熱硬化性プラスチックシート等を挙げることができる。特に、耐熱性の点から
ガラス板、ポリイミド等の耐熱性プラスチックが好ましく用いられる。
　塗膜の形成方法としては、スプレー法、ロールコート法、回転塗布法、バー塗布法など
が挙げられる。
　次に、塗膜は乾燥（以下、プリベークと呼ぶ。）される。プリベークすることによって
、溶剤が揮発し、流動性のない塗膜が得られる。プリベーク条件は、各成分の種類、配合
割合などによっても異なるが、好ましくは５０～１２０℃、１０～２０００秒間程度の幅
広い範囲で使用できる。
　次に、加熱された塗膜に所定パターンのマスクを介して露光を行う。使用される光は、
１００～６００ｎｍの範囲に分布を有する電磁波が好ましく、具体的には可視光、紫外線
、遠紫外線、ＫｒＦエキシマレーザー、ＡｒＦエキシマレーザー、Ｆ２エキシマレーザー
等のレーザー光等が挙げられる。但し、波長の短い光を照射する場合、そのエネルギーが
強いため、照射時間によっては、露光された部分の組成物材料が分解する可能性がある。
したがって、紫外線波長以上の光であることが好ましく、そのような光源としては、露光
装置用途に汎用的に広く用いられている超高圧水銀灯が挙げられる。通常は、５～１００
０ｍＪ／ｃｍ２の露光量の範囲で露光される。
　その後、現像液により現像し、未露光部分を除去する。現像液としては、例えば無機ア
ルカリ類、アミン類、アルコールアミン類、第四級アンモニウム塩等のアルカリ類からな
るアルカリ水溶液を用いることができる。
　現像時間は、３０～１８０秒間が好ましい。また現像方法は液盛り法、ディッピング法
などのいずれでもよい。現像後、流水洗浄を行い、圧縮空気や圧縮窒素で風乾させること
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によって、基材上の水分を除去する。続いて、ホットプレート、オーブンなどの加熱装置
により、好ましくは１２０～２５０℃で、５～９０分間加熱処理（以下、ポストベーク処
理という。）をすることによって、パターンが形成される。
　上記のフォトリソグラフィー工程を経て画素パターンの隔壁を形成させた後、画素内の
基材表面の汚れを除去することがある。例えば、低圧水銀灯やエキシマＵＶ等の短波長紫
外線の照射や、光アッシング処理等により基材表面を洗浄する工程が挙げられる。光アッ
シング処理とはオゾンガス存在下、短波長紫外線を照射する処理である。前記短波長紫外
線とは、１００～３００ｎｍの波長にメインピークを有する光である。
　このように、本発明の感光性樹脂組成物は、それ自体はアルカリ可溶性であり、光照射
によりラジカル開始剤（Ｂ）からラジカルが発生し、主として樹脂（Ａ１）、又は樹脂（
Ａ２）と樹脂（Ａ３）、アルカリ可溶の感光性樹脂（Ｄ）が架橋され硬化し、アルカリ現
像によって光の照射されていない部分が除去されるネガ型レジストとして使用できる。
　樹脂（Ａ２）と樹脂（Ａ３）とを含む第二の感光性樹脂組成物は、樹脂（Ａ１）を含む
第一の感光性樹脂組成物よりも、撥インク性、インク転落性において優れる傾向にある。
その理由は定かではないが、以下のように推察される。基（ａ）及び基（ｂ）は、塗膜表
面に配向する性質を持つが、基（ａ）及び基（ｂ）が同一分子内に存在する第一の感光性
樹脂組成物よりも、基（ａ）、基（ｂ）が別個の分子に存在する第二の感光性樹脂組成物
の方が、分子鎖の自由度が高く、表面に基（ａ）及び基（ｂ）がより配向しやすいと考え
られる。
　樹脂（Ａ２）と樹脂（Ａ３）とを含む第二の感光性樹脂組成物は、樹脂（Ａ１）を含む
第一の感光性樹脂組成物よりも、塗膜硬化物のＵＶ照射後の撥インク性において優れる傾
向がある。その理由は定かではないが、以下のように推察される。式１で表される基（ａ
）のＵＶ照射による劣化を抑制するため、塗膜の表面において、ＵＶ照射に対する耐性に
優れる式２で表される基（ｂ）が基（ａ）の近傍に存在することが好ましいところ、基（
ａ）及び基（ｂ）が同一分子内に存在する第一の感光性樹脂組成物よりも、基（ａ）、基
（ｂ）が別個の分子に存在する第二の感光性樹脂組成物の方が、分子鎖の自由度が高く、
塗膜表面の配向が望ましい状態になると考えられる。
　分子鎖の自由度の観点から、塗膜表面の配向がより望ましい状態になると考えられるた
め、樹脂（Ａ１）を含む第一の感光性樹脂組成物がさらに樹脂（Ａ２）を含むこと、又は
、さらに樹脂（Ａ１）を含む第一の感光性樹脂組成物が樹脂（Ａ３）を含むことは好まし
い態様である。
　撥インク性は、水およびキシレンの接触角で見積もることができ、水の接触角は８０度
以上が好ましく、９０度以上がより好ましく、１００度以上が特に好ましい。また、キシ
レンの接触角は３０度以上が好ましく、３５度以上がより好ましく、４０度以上が特に好
ましい。
　インク転落性は、水およびキシレンの転落角で見積もることができ、水の転落角は３５
度以下が好ましく、２５度以下がより好ましい。また、キシレンの転落角は３０度以下が
好ましく、２０度以下がより好ましい。
　また、上記の本発明の感光性樹脂組成物は、優れたアルカリ溶解性、現像性を有するの
で、微細なパターンを形成することが可能である。具体的には１００μ以下のパターン形
成に好ましく用いられ、５０μｍ以下のパターン形成により好ましく用いられる。
【実施例】
　以下に、合成例および実施例を掲げて本発明を具体的に説明するが、これにより本発明
は限定されない。例１～１０が実施例であり、例１１～１３が比較例である。なお、以下
において、特に断らない限り、部および％は質量基準である。また、数平均分子量はゲル
パーミエーションクロマトグラフィー法によりポリスチレンを標準物質として測定した値
である。
　各例において用いた略号の化合物を以下に示す。
Ｃ４ＦＭＡ：ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）４Ｆ
Ｃ６ＦＭＡ：ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）６Ｆ
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Ｃ８ＦＡ：ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）８Ｆ
Ｘ－１７４ＤＸ：ジメチルシリコーン鎖含有メタクリレート（信越化学社製、商品名Ｘ－
２２－１７４ＤＸ）
Ｘ－８２０１：ジメチルシリコーン鎖含有メタクリレート（信越化学社製、商品名Ｘ－２
４－８２０１）
ＭＡＡ：メタクリル酸
ＡＡ：アクリル酸
２－ＨＥＭＡ：２－ヒドロキシエチルメタクリレート
Ｎ－ＭＡＡ：Ｎ－ヒドロキシメチルアクリルアミド
ＭＭＡ：メチルメタクリレート
ＣＨＭＡ：シクロヘキシルメタクリレート
ＩＢＭＡ：イソボルニルメタクリレート
ＢＭＡ：ｎ－ブチルメタクリレート
Ｖ－７０：２，２′－アゾビス（４－メトキシ－２，４－ジメチルバレロニトリル）（和
光純薬社製、商品名　Ｖ－７０）
ＤＳＨ：ｎ－ドデシルメルカプタン
２－ＭＥ：２－メルカプトエタノール
ＭＯＩ：２－メタクリロイルオキシエチルイソシアネート
ＤＢＴＤＬ：ジブチル錫ジラウレート
ＢＨＴ：２，６－ジ－ｔ－ブチル－ｐ－クレゾール
ＡＣ：アクリロイルクロライド
ＴＥＡ：トリエチルアミン
ＥＣＡ：３，４－エポキシシクロヘキシルメチルアクリレート
ＭＩＢＫ：メチルイソブチルケトン
ＣＣＲ－１１１５：クレゾールノボラック樹脂（日本化薬社製、商品名ＣＣＲ－１１１５
、固形分６０％、一分子あたりのエチレン性二重結合数≒１０）
サイクロマーＰ：感光性樹脂（ダイセル化学社製、サイクロマーＰ（ＡＣＡ）２５０、固
形分４６％）
ＩＲ９０７：ラジカル開始剤（チバ－ガイギー社製、ＩＲＧＡＣＵＲＥ－９０７）
ＩＲ３６９：ラジカル開始剤（チバ－ガイギー社製、商品名ＩＲＧＡＣＵＲＥ－３６９）
ＤＥＡＢ：４，４′－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン
ＩＴＸ：イソプロピルチオキサンソン（Ｗａｒｄ　Ｂｌｅｎｋｉｎｓｏｐ社製、商品名Ｑ
ｕａｎｔａｃｕｒｅ　ＩＴＸ）
ＤＥＴＸ－Ｓ：イソプロピルチオキサンソン（日本化薬社製、商品名ＤＥＴＸ－Ｓ）
Ｄ３１０：ジペンタエリスリトールペンタアクリレート（日本化薬社製、商品名　ＫＡＹ
ＡＲＡＤ　Ｄ－３１０）
Ｍ３２５：メチルエーテル化メラミン樹脂（三井サイアナミッド社製、商品名　サイメル
３２５）
ＮＷ－１００ＬＭ：メチルエーテル化メラミン樹脂（三和ケミカル社製、商品名ニカラッ
クＮＷ－１００ＬＭ）
１５７Ｓ６５：ビスフェノールＡノボラック型（ジャパンエポキシレジン社製、商品名エ
ピコート１５７Ｓ６５）
ＫＢＭ４０３：３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン（信越化学社製、商品名　
ＫＢＭ－４０３）
ＤＥＧＤＭ：ジエチレングリコールジメチルエーテル
ＣＢ：カーボンブラック（平均粒径＝１２０ｎｍ、プロピレングリコールモノメチルエー
テルアセテート溶液、固形分２０％）
　［樹脂（Ａ１）、樹脂（Ａ２）、樹脂（Ａ３）、感光性樹脂（Ｄ１）の合成］
　［合成例１］
　撹拌機を備えた内容積１Ｌのオートクレーブに、アセトンの５５５．０ｇ、Ｃ８ＦＡの
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２４．０ｇ、Ｘ－８２０１の９６．０ｇ、ＭＡＡの４８．０ｇ、ＩＢＭＡの７２．０ｇ、
連鎖移動剤ＤＳＨの９．７ｇおよび重合開始剤Ｖ－７０の３．０ｇを仕込み、窒素雰囲気
下に撹拌しながら、４０℃で１８時間重合させ、重合体の溶液を得た。該重合体の数平均
分子量は５０００であった。得られた重合体のアセトン溶液に水を加え再沈精製し、次い
で石油エーテルにて再沈精製し、真空乾燥し、重合体の２４０ｇを得た。
　温度計、撹拌機、加熱装置を備えた内容量３００ｍＬのガラス製フラスコに、重合体の
１００ｇ、ＥＣＡの２１．２ｇ、メチルイソブチルケトンの１００ｇを仕込み、撹拌しな
がら、５０℃で４８時間重合させ、樹脂（Ａ１－１）の溶液を得た。該樹脂（Ａ１－１）
の数平均分子量は７０００であった。得られた樹脂（Ａ１－１）のアセトン溶液に水を加
え再沈精製し、次いで石油エーテルにて再沈精製し、真空乾燥し、樹脂（Ａ１－１）の１
２０ｇを得た。
　［合成例２］
　樹脂（Ａ１－１）において、原料の配合を表１のように変更したほかは同様の重合反応
により、重合体を得た。
　温度計、撹拌機、加熱装置を備えた内容量３００ｍＬのガラス製フラスコに、重合体の
１００ｇ、ＭＯＩの４１．７ｇ、ＤＢＴＤＬの０．１７ｇ、ＢＨＴの２．１ｇおよびアセ
トンの１００ｇを仕込み、撹拌しながら、３０℃で１８時間重合させ、樹脂（Ａ１－２）
の溶液を得た。該樹脂（Ａ１－２）の数平均分子量は９８００であった。得られた樹脂（
Ａ１－２）のアセトン溶液に水を加え再沈精製し、次いで石油エーテルにて再沈精製し、
真空乾燥し、樹脂（Ａ１－２）の１４０ｇを得た。
　［合成例３］
　樹脂（Ａ１－１）において、原料の配合を表１のように変更したほかは同様の重合反応
により、重合体を得た。
　温度計、撹拌機、加熱装置を備えた内容量３００ｍＬのガラス製フラスコに、重合体の
１００ｇ、ＡＣの１７．９ｇ、ＴＥＡの２０．０ｇおよびアセトンの１００ｇを仕込み、
撹拌しながら、３０℃で１８時間重合させ、樹脂（Ａ１－３）の溶液を得た。該樹脂（Ａ
１－３）の数平均分子量は９４００であった。得られた樹脂（Ａ１－３）のアセトン溶液
に水を加え再沈精製し、塩酸１％水溶液にて洗浄し、次いで石油エーテルにて再沈精製し
、真空乾燥し、樹脂（Ａ１－３）の１１０ｇを得た。
　［合成例４～１４］
　樹脂（Ａ１－１）において、原料の配合を表１、２のように変更したほかは同様の重合
反応により、重合体を得た。
　樹脂（Ａ１－１）～（Ａ１－３）において、原料の配合を表１、２のように変更したほ
かは同様の変性反応により、樹脂（Ａ１－４）、（Ａ１－５）、樹脂（Ａ２－１）～（Ａ
２－４）、樹脂（Ａ３－１）～（Ａ３－３）、樹脂（Ｄ１－１）、（Ｄ１－２）を得た。
　なお、表１、２に、原料の配合量から計算される、各樹脂のフッ素原子の含有量、ケイ
素原子の含有量、１分子中のエチレン性二重結合の数、酸価の理論値を示した。
　［感光性樹脂組成物の評価］
　表３、４に示す割合で、樹脂（Ａ１）、樹脂（Ａ２）、樹脂（Ａ３）、ラジカル開始剤
（Ｂ）、感光性樹脂（Ｄ）、ラジカル架橋剤（Ｃ）、熱架橋剤（Ｅ）、シランカップリン
グ剤（Ｆ）、希釈剤（Ｈ）および必要に応じその他成分を配合して例１～１３の感光性樹
脂組成物を得た。
　ガラス基材上にスピンナーを用いて、感光性樹脂組成物を塗布した後、１００℃で２分
間ホットプレート上でプリベークし、膜厚３．０μｍの塗膜を形成した。次に、塗膜にマ
スク（ライン／スペース＝２０μｍ／２０μｍ）を接触させ、超高圧水銀灯により１５０
ｍＪ／ｃｍ２照射した。未露光部分を０．１％テトラメチルアンモニウムヒドロキシド水
溶液に４０秒間未露光部分を水により洗い流し、乾燥させた。次いで、ホットプレート上
、２２０℃で１時間加熱することにより、パターンが形成されたガラス基材を得た。これ
について、現像性、基材密着性、撥インク性、撥インク性の持続性、ＵＶ照射後の撥イン
ク性、インク転落性、インク転落性の持続性、ＵＶ照射後のインク転落性を以下に示す方
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　［現像性］
　ライン／スペースのパターンが形成できたものを○、形成できなかったものについては
×とした。
　［基材密着性］
　ＪＩＳ　Ｋ　５４００記載の碁盤目テープ法により評価した。塗板をカッターにて、２
ｍｍ間隔でます目の数が２５個となるように、碁盤目状に傷を付けた。次に粘着テープを
貼り、剥がした後の塗膜の付着状態を目視により、ます目が剥がれなかったものを○、ま
す目が殆ど剥がれたものを×として評価した。
　［撥インク性］
　撥インク性は、ガラス基材に形成された塗膜硬化物表面の水およびキシレンの接触角（
度）により評価した。接触角とは、固体と液体が接触する点における液体表面に対する接
線と固体表面がなす角で、液体を含む方の角度で定義した。この角度が大きいほど塗膜の
撥インク性が優れることを意味する。水の接触角８０度以上を○、８０度未満を×と表記
した。キシレンの接触角３０度以上を○、３０度未満を×と表記した。
　［撥インク性の持続性］
　ガラス基材に形成された塗膜硬化物をキシレンを染み込ませたガーゼで１０回軽くこす
った後の水およびキシレンの接触角により評価した。
　［ＵＶ照射後の撥インク性］
　低圧水銀灯を光源として使用し、２分間ＵＶを照射した後の水およびキシレンの接触角
により評価した。
　［インク転落性］
　インク転落性は、水平に保持したガラス基材に形成された塗膜硬化物表面に５０μＬの
水または１０μＬのキシレンを滴下し、ガラス基材の一辺を持ち上げて徐々に傾けていき
、水滴またはキシレン滴が落下し始めたときのガラス基材表面と水平面との角度を転落角
（度）により評価した。この角度が小さいほど塗膜のインク転落性が優れることを意味す
る。水の転落角３５度以下を○、３５度超を×と表記した。キシレンの転落角３０度以下
を○、３０度超を×と表記した。
　［インク転落性の持続性］
　ガラス基材に形成された塗膜硬化物をキシレンを染み込ませたガーゼで１０回軽くこす
った後の水およびキシレンの転落角により評価した。
　［ＵＶ照射後のインク転落性］
　低圧水銀灯を光源として使用し、２分間ＵＶを照射した後の水およびキシレンの転落角
により評価した。
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【産業上の利用可能性】
　本発明の感光性樹脂組成物は、インクを弾く性質が必要とされる用途に適用できる。例
えば、液晶ディスプレイ用カラーフィルター又は有機ＥＬディスプレイ等の隔壁の形成、
半導体装置又は電気回路における配線パターン形成用の隔壁の形成に好適に用いられる。
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